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賃賃金金要要求求書書をを区区長長会会にに提提出出
１１１１賃賃金金闘闘争争始始ままるる

職職
場場
実実
態態
をを
反反
映映
しし
たた

現現
業業（（
業業
務務
））系系
人人
事事
任任
用用
・・
給給
与与
制制
度度
をを

勝勝
ちち
取取
ろろ
うう
！！

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

３月１０日本部と特別区区長会との間で、団体交渉が行なわれ、特別区区長会
に対し、「『平成２３年度』現業（業務）系人事任用・給与制度改善要求書」を提
出し、東京清掃労働組合としての「平成２３年度」賃金等の要求に応えるように
求めました。要求書は２面に掲載

特
別
区
区
長
会
と
の
団
体
交

渉
で
は
東
京
清
掃
労
働
組
合
本

部
を
代
表
し
て
西
川
委
員
長
か

ら
、
来
年
度
賃
金
改
定
に
あ
た

っ
て
、
公
務
員
賃
金
を
抑
制
す

る
こ
と
に
よ
り
社
会
に
及
ぼ
す

影
響
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
区
政
の
先

頭
に
立
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

従
事
す
る
職
員
が
、
今
ま
で
ど

お
り
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
任

用
・
賃
金
（
給
与
）
制
度
を
構

築
す
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し

た
。具

体
的
に
は
給
与
制
度
の
改

善
に
つ
い
て

①
給
料
表
水
準
に
引
き
上
げ

る
こ
と

②
職
責
や
職
務
（
特

殊
性
や
困
難
性
、
危
険
性
）
等

を
踏
ま
え
た
賃
金
水
準
と
す
る

こ
と

③
初
任
給
格
付
を
改
善

の
課
題

④
経
験
・
知
識
と
も

豊
富
な
貢
献
度
を
給
与
処
遇
に

反
映
さ
せ
る
こ
と

⑤
高
年
齢

職
員
の
昇
給
抑
制
制
度
問
題

⑥
昇
格
率
の
改
善

⑦
臨
時
職

員
の
賃
金
に
つ
い
て

以
上
７

点
に
つ
い
て

任
用
制
度
等
に

つ
い
て
は

①
保
障
額
表
か
ら
業
務
職
給

料
表
へ
の
切
替
え
に
係
る
課
題

②
統
括
技
能
長
、
技
能
長
の

選
考
制
度
、
設
置
基
準
を
含
む

現
業
系
人
事
制
度
の
抜
本
的
な

改
善

③
再
任
用
職
員
の
職
の

設
定
の
課
題

④
「
定
年
延
長
」

問
題
を
も
含
む
高
齢
職
員
の
雇

用
に
つ
い
て

⑤
公
務
員
制
度

改
革
を
巡
る
課
題

以
上
５
点

併
せ
て
１２
点
に
わ
た
り
に
つ
い

て
わ
が
組
合
の
考
え
方
を
示
し

た
上
で
要
求
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
区
長
会
か
ら

は
賃
金
要
求
に
つ
い
て
は
景
気

の
低
迷
、
税
収
減
等
の
特
別
区

財
政
の
危
機
的
な
状
況
を
理
由

に
、
組
合
要
求
に
沿
っ
た
回
答

せ
ず
、
ま
た
に
任
用
制
度
等
に

つ
い
て
は
各
区
で
の
運
用
で
対

応
し
て
い
る
と
し
、
特
別
区
区

長
会
と
し
て
の
回
答
は
示
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

区
長
会
は
再
三
に
わ
た
り
、

税
収
が
落
ち
込
み
で
厳
し
い
財

政
状
況
を
強
調
し
、
組
合
の
要

求
に
対
し
て
、
基
本
的
な
考
え

方
を
示
す
の
み
の
で
、
具
体
的

な
回
答
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。今

後
も
労
使
で
真
摯
に
協
議

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
団
体

交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
団
体
交
渉
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
わ
が
組
合
と
し
て
は
、

支
部
、
総
支
部
、
地
連
、
本
部

一
体
と
し
た
、
大
衆
行
動
を
背

景
に
‘
１１
賃
金
要
求
実
現
に
向

け
、
闘
い
を
強
化
し
て
い
く
決

意
で
す
。

「東北地方太平洋沖地震・災害特別カンパ」
の取り組みについて

３月１１日に発生した標記地震は未曾有の被害をもたらしました。
未だに被害状況の全貌が把握出来ず、死者・行方不明者を合わせ
ると二万人を超えるものと報道されています。
亡くなられた方のご冥福をお祈りし、被害を受けた皆様にお見

舞いを申し上げるとともに、東京清掃労働組合は標記カンパの取
組みを行うことを決定しました。ご協力をお願いいたします。

目 的 東北地方太平洋沖地震で被災された方達への
支援、および被災地の復興支援

カンパ目標額 組合員一人 １，０００円以上を目標に

納 入 方 法 支部で集約後、下記口座に振り込んで下さい。
中央労働金庫一ッ橋支店普通預金
口座番号 ８１５６７６３
口座名 東京清掃労働組合

カンパ第一次集約 ４月１日（金）

今
年
の
春
は
桜
や
新
緑
を
待

ち
望
む
気
持
ち
に
な
れ
な
い
。

陰
鬱
で
つ
ら
い
春
で
あ
る
。
▼

３
月
１１
日
に
起
き
た
「
東
日
本

太
平
洋
沖
大
震
災
」
は
私
た
ち

の
気
分
を
萎
縮
さ
せ
て
い
る
。

▼
こ
の
大
震
災
で
家
族
や
親

戚
、
友
人
が
被
災
さ
れ
た
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
少
な
か
ら
ず
い

る
と
聞
く
。
心
中
察
す
る
に
余

り
あ
る
。
▼
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
る
と
同
時
に
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
り
た
い
。
ま
た
被
災

地
の
復
興
に
向
け
て
、
わ
が
組

合
の
多
く
の
仲
間
も
動
き
だ
し

て
い
る
。
わ
が
組
合
も
最
大
限

の
対
応
を
行
な
っ
て
い
き
た

い
。
▼
そ
れ
と
は
別
に
私
は
今

回
の
大
震
災
の
惨
状
や
ま
た
そ

れ
に
伴
う
福
島
原
発
の
被
災
、

計
画
停
電
、「
燃
料
食
料
不
足

騒
動
」
等
の
出
来
事
は
一
過
性

の
こ
と
と
捉
え
た
く
な
い
。
そ

こ
に
あ
る
普
遍
性
を
帯
び
た
も

の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

ど
う
感
じ
、
ど
う
考
え
た
か
、

有
形
無
形
を
問
わ
ず
、
自
ら
の

な
か
に
刻
ん
で
い
き
た
い
。
自

然
の
脅
威
と
そ
れ
に
対
す
る
人

間
の
無
力
さ
、
文
明
・
科
学
へ

の
過
信
の
危
う
さ
と
依
存
性
、

人
間
の
再
生
す
る
力
、
共
に
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
等
々
…

を
。
▼
こ
の
時
代
に
生
き
た
人

間
と
し
て
。
生
き
残
っ
て
人
間

と
し
て
。
合
掌
。

教
宣
部
長

坂
本

浩
明

第9 4 2号せ い そ う 労 働 者（１）2 0 1 1年3月2 9日
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２０１１年度 賃金・労働条件等に関する要求書
日頃、特別区政発展と資源循環型廃棄物行政の確立に向けた貴職のご

尽力に敬意を表します。

経済情勢は、内閣府が２月１４日に発表した２０１０年１０～１２月期の実質

GDPの成長率は、マイナス０．３％（年率マイナス１．１％）となりました。

また、日銀が発表した「企業短期経済観測調査」では、リーマンショッ

クによる景気後退後、０９年春から続いた景気回復が足踏みし「踊り場」

に入ったとしています。新自由主義的政策の影響で企業利益ばかりが最

優先され、結果としてリストラや格差の拡大、デフレなど様々な問題を

引き起こしています。国税庁の民間給与実態調査によると、ここ１０年間

で労働者の収入は、年収ベースで約５５万円強もの減収が続いています。

このままでは国民の暮らしや生活に蔓延する閉塞感は打破出来ませ

ん。輸出依存型の日本経済を内需主導型に転換させることが重要であ

り、賃金の引き上げなど労働条件の復元と格差の是正に取り組むこと

で、日本経済をデフレ循環から脱却させ、活力ある社会へ転換させるこ

とが今こそ必要なのです。

特別区職員の給与についても、公民比較企業規模の改悪等で不当な給

与削減が続けられています。公務員賃金は民間賃金の指標となっている

実態があります。労働者全体の賃金を引き上げることで社会全体も活性

化します。賃金抑制は、更なる経済の停滞を招くことにしかなりません。

区長会に対しても、全国一の生計費を必要とする首都圏で暮らす特別

区職員の生活実態にふさわしい給与水準の実現や、公務公共サービスと

して、年々複雑性や困難度が増す清掃事業の職務実態を反映した給与水

準や任用体系の改善などを求めて来ました。昨年の給与改定交渉で区長

会は技能系・業務系の職について「今後も各特別区における運用状況を

踏まえ、必要に応じて適切な検討を行ってまいりたいと考えておりま

す」と回答をいただきました。

昨年の妥結結果を踏まえ、下記の各項目について要求いたしますの

で、区政の第一線で職務に奮闘する職員が安心して職務に精励できるよ

う、貴職の誠意ある回答を求めます。

賃金制度の改善について
１ これ以上の賃金引き下げを回避し、高物価の首都圏での高額の家賃

負担や生活費全般にわたり重い負担を強いられている現状を踏まえた

給料表水準に引き上げること。

２ 現業系職員の賃金水準については、特別区の清掃業務における職責

や職務内容（公務としての特殊性や困難性、危険性）等を踏まえた賃

金水準とすること。

３ 過酷で困難な清掃業務職務の実態を十分に考慮し、公務災害が絶え

ない危険な清掃業務に従事する職員の初任給格付を改善すること。

４ 職責の有無のみに拘わらず、経験・知識とも豊富な職員の区政に対

する貢献度を職務能力として給与処遇に反映させること。

５ 高年齢職員の職務に対するモチベーション維持・高揚を図るため、

年齢による昇給抑制制度を廃止すること。

６ 全級における昇格率の改善を図ること。有資格者がいても、１級及

び２級からの昇任者数を昇格者数から差し引く結果、格付者数が少数

となっている。２級格付も３級格付も４級格付同様に、算出した昇格

者が１人に満たない場合は、昇格者を１人とすることができる対応と

すること。

７ 臨時職員の賃金について、国や都は統一した基準が設けられてい

る。現行２３区の臨時職員の賃金は各区事項となっている。年末年始や

年度末の対策期間の臨時職員の応募状況は、賃金に差があることから

各区により大きくばらつきが生じている。任命権者の違いはあるが特

別区の清掃業務は各区において基本的に同様の職務を行っている。同

一労働・同一賃金の観点からも、常勤職員は統一交渉で同一で決定し

ていることを踏まえて、臨時職員の賃金を２３区統一とし、報酬額等の

改善を図ること。

任用制度の改善について
１ 統括技能長・技能長選考に関わり、身分切替後の各区独自の選考に

よって２００７年度以降、多くの区において統括技能長職・技能長職に欠

員となる事態が生じている。統括技能長・技能長の退職状況や、２０１１

年度の各区の配置実態等を踏まえ、将来にわたり安定的に技能長の欠

員を補充できる制度を確立すること。現在の各区選考に柔軟性を持た

せ、選考方法及び区間交流や派遣制度などを積極的に活用出来る制度

的な対応を図ること。

２ 年々、複雑性や困難度が増す技能長職を補佐するために、技能長と

技能主任職との間に技能長補佐職を新設すること。

３ 設置基準の算定基礎数に「再任用職員・再雇用職員等を含むことが

できる」とした２００８年度統一交渉妥結の内容を各区が尊重すること。

４ 技能�及び�の職種に従事する職員の希望による転職に関わる年齢
制限を撤廃すること。

５ ２００９年度末に定年退職した職員から再任用職員として雇用される期

間は５年となった。再任用職員の職の設定に関わり、清掃事業に従事

する職員の過酷な労働の実態を鑑み、過大な負担がかからないよう、

働き続けられる労働条件を求める。清掃職域における再任用職員も清

掃以外の現業職員や行政系職員同様に再任用期間を全うできることが

必要である。それまで培ってきた知識・経験を活かすことのできる清

掃職域以外の他の職域、業務にも従事できるよう再任用制度における

対象職域を拡大すること。

６ 定年延長の協議にあたっては、現行の再任用制度の実態を踏まえ、

現行の給与水準を下回らないことを基本とすること。

以 上

２０１１年３月１０日

特別区長会長

多田 正見 様
東京清掃労働組合

中央執行委員長 西川 卓吾

借
金
で
き
る
総
額
が
急
に
減
額
さ

れ
た
と
い
う
話
を
お
聞
き
に
な
っ
た

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
０
６

年
に
、
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
、
２
０
１
０
年
６
月
、
貸

金
業
者
に
よ
る
２０
％
を
超
え
る
高
金

利
に
対
す
る
刑
事
罰
の
設
置
及
び
借

金
で
き
る
金
額
を
年
収
の
３
分
の
１

と
す
る
い
わ
ゆ
る
総
量
規
制
が
施
行

さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
一
連
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、

利
息
制
限
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
元

本
１０
万
円
未
満
の
利
息
年
利
２０
％
、

１０
万
円
以
上
１
０
０
万
円
未
満
の
利

息
年
利
１８
％
、
１
０
０
万
円
以
上
の

利
息
年
利
１５
％
を
守
ら
な
い
場
合
は

刑
事
罰
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
一
定
の
金
利

ま
で
は
、
利
息
制
限
法
を
上
回
っ
て

も
処
罰
ま
で
は
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し

て
、
高
金
利
に
よ
る
貸
し
付
け
が
さ

れ
て
い
た
た
め
、
消
費
者
に
は
朗
報

と
言
え
そ
う
で
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
、
こ
れ
ま
で
借

り
入
れ
を
年
収
の
３
分
の
１
以
上
し

て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と

厳
し
い
事
態
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
返
済
分
を

ひ
ね
り
出
す
た
め
に
、
新
た
な
借
り

入
れ
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
返
済
す
る
一
方
な
わ
け
で

す
か
ら
、
帳
尻
が
合
わ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
利
息
が
減
っ
た
以

上
、
全
体
の
で
返
済
は
減
る
の
で
歓

迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
頭
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
公
務
員
は
、
安
定
し
た
業
種

で
あ
り
、
退
職
金
も
確
実
に
支
払
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
年
収
の
３
分
の
１

を
超
え
て
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
直
ち
に
、

私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談

内
容
は
組
合
に
も
秘
密
で
す
。
組
合

に
は
、
弁
護
士
に
直
接
説
明
し
た
い

と
言
え
ば
大
丈
夫
で
す
）
。
弁
護
士

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
遡
っ
て
、
金

利
を
低
く
し
て
再
計
算
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
全
体
の
支
払
額
を
減
額
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
家
計
に
大

き
な
影
響
な
く
返
済
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
と
と
も
に
、
場
合
に
よ

っ
て
は
い
わ
ゆ
る
過
払
い
（
低
金
利

に
計
算
し
直
す
と
本
来
元
本
を
完
済

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
い

を
継
続
し
て
お
り
、
逆
に
借
り
手
が

返
済
を
要
求
で
き
る
ケ
ー
ス
）
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。な

お
、
車
内
広
告
な
ど
で
宣
伝
し

て
い
る
法
律
事
務
所
の
中
に
は
、
報

酬
を
過
大
に
請
求
し
た
り
、
簡
単
に

処
理
で
き
る
部
分
だ
け
担
当
し
て
残

り
を
放
置
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

わ
が
組
合
は
日
隅
さ
ん
、
西
畠
さ

ん
、
岡
垣
さ
ん
の
３
名
の
顧
問
弁
護

士
が
い
ま
す
。
日
頃
法
律
相
談
等
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今

回
か
ら
「
せ
い
そ
う
労
働
者
」
の
紙

面
で
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
法
律
相
談
」

（
仮
称
）
と
し
て
出
来
る
だ
け
定
期

的
に
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
日
隅
弁
護
士
か
ら
最
近

電
車
の
広
告
等
で
見
か
け
る
「
債
務

問
題
」
に
つ
い
て
書
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。

自
己
紹
介

東
京
共
同
法
律
事
務
所
（
新
宿
）

所
属
。
一
般
民
事
事
件
、
家
事
事

件
、
刑
事
事
件
の
ほ
か
、
名
誉
棄

損
事
件
、
表
現
の
自
由
の
侵
害
な

ど
に
関
す
る
事
件
を
多
く
担
当
し

て
い
ま
す
。
元
新
聞
記
者
で
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
変
革
が
社
会
の
変

革
の
前
提
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、N

ew
s
for

th
e
P
eop
l

e
in
J
ap
an

（
Ｎ
Ｐ
Ｊ
）
と
い

う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
な

ど
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

日隅弁護士

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
法
律
相
談
第
１
回
「
法
改
正
後
の
債
務
に
つ
い
て
」

第9 4 2号（２）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者2 0 1 1年3月2 9日



���������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
６６
回
都
市
清
掃
定
期
大
会
報
告

２
月
２３
日
か
ら
２５
日
、
東
京
墨
田
区
の
第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
お
い
て
第
６６
回
都
市
清
掃
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
纐
纈
副
委
員
長
を
大
会
議
長
に
選
任
後
、
西
川
議
長
の
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
自
治
労
都
本
部
池
谷
委
員
長
、
山
�
墨
田
区
長
よ
り
来
賓
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相
模
原
、
佐
賀
の
新
規
加
盟
単
組
承
認
及
び
代
表
者
挨
拶
を
受
け
、

各
単
組
・
出
席
者
紹
介
を
行
い
一
日
目
が
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
自
治
労
現
業
局
長
の
挨
拶
を
受
け
、
芳
本
事
務
局
長
よ
り
一
般
経
過
報
告
・

染
事
務
局
次
長
よ
り
政
策
委
員
会
報
告
・
松
本
会
計
よ
り
会
計
決
算
報
告
・
原
田
会
計
監
査

よ
り
会
計
監
査
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

各
都
市
か
ら
の
特
別
報
告
は
旭
川
、
札
幌
、
東
京
、
横
浜
、
和
歌
山
、
大
阪
市
従
、
神
戸

市
従
、
鹿
児
島
、
お
よ
び
東
日
本
、
関
西
、
九
州
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
札
幌
か
ら
は
有
料
化
等
を
伴
う
「
ス
リ
ム
シ
テ
イ
―
札
幌
計
画
」
に
よ
る
取
り

組
み
の
結
果
、
焼
却
ご
み
量
は
１６
年
度
実
績
７０
・
２
万
ｔ
か
ら
２３
年
度
見
込
み
２４
万
ｔ
の
大

幅
減
な
り
、
篠
路
清
掃
工
場
の
委
託
化
１
年
後
に
建
替
え
廃
止
決
定
を
す
る
な
ど
、
３
７
０

億
の
経
費
削
減
に
つ
な
が
り
、
併
せ
て
処
理
量
減
に
伴
っ
た
事
業
形
態
の
変
更
が
今
後
予
想

さ
れ
る
等
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た

ま
た
東
京
清
掃
か
ら
は
練
馬
区
よ
り
、
非
常
勤
職
員
制
度
導
入
経
過
と
組
織
化
に
至
る
経

過
と
練
馬
区
都
市
整
備
公
社
設
立
に
伴
う
粗
大
・
容
器
包
装
プ
ラ
事
業
の
委
託
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

横
浜
か
ら
は
２
０
１
０
年
度
４
月
当
初

の
「
低
価
格
入
札
」
に
よ
る
委
託
業
者
の

「
取
り
残
し
」
の
混
乱
、
そ
れ
に
伴
う
直

営
応
援
に
よ
る
超
勤
、
委
託
契
約
違
反
に

よ
る
損
害
賠
償
請
求
、
今
後
の
入
札
方
法

の
見
直
し
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
報
告
は
、
山
下
自
治
労
清
掃
部
会

長
か
ら
あ
り
、
ま
た
自
治
労
小
畑
政
策
委

員
よ
り
環
境
審
議
会
報
告
を
含
む
情
勢
の

記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
方
針
討
議
に
入
り
、
第
１
号
議

案
よ
り
第
４
号
議
案
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。最

終
日
は
役
員
選
考
委
員
会
報
告
を
受

け
、
新
旧
役
員
の
挨
拶
、
次
期
大
会
開
催

都
市
の
神
戸
か
ら
神
戸
市
従
の
挨
拶
後
、

西
川
議
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ー

を
三
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

国
家
公
務
員
に
対
す
る
給
与

勧
告
で
あ
る
人
事
院
勧
告
が
８

月
１０
日
に
示
さ
れ
た
。
同
日
開

か
れ
た
給
与
関
係
閣
僚
会
議
で

は
、「
労
働
基
本
権
制
約
の
代

償
措
置
で
あ
る
人
事
院
勧
告
制

度
は
尊
重
す
べ
き
」
と
す
る
意

見
の
一
方
で
、「
現
下
の
厳
し

い
経
済
社
会
情
勢
、
財
政
状
況

を
踏
ま
え
れ
ば
、
公
務
員
給
与

に
つ
い
て
は
厳
し
い
姿
勢
で
臨

む
べ
き
」
と
勧
告
以
上
の
引
き

下
げ
（
深
掘
り
）
を
目
指
す
べ

き
と
す
る
意
見
も
出
さ
れ
、
こ

の
日
の
会
議
で
は
引
き
続
き
検

討
と
な
っ
た
。
以
降
、
人
事
院

勧
告
の
取
扱
い
を
巡
っ
て
は
、

約
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
政
府
方

針
の
決
定
が
ず
れ
込
む
と
い
う

異
例
の
事
態
と
な
っ
た
。

公
務
員
連
絡
会
は
中
央
行
動

を
背
景
と
し
な
が
ら
、
総
務
省

交
渉
の
強
化
を
図
っ
た
結
果
、

１１
月
１
日
の
第
２
回
給
与
関
係

閣
僚
会
議
、
そ
の
後
の
臨
時
閣

議
で
、
本
年
の
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
つ
い
て
は
人
事
院

勧
告
通
り
実
施
す
る
政
府
方
針

が
決
定
さ
れ
、
国
会
審
議
に
お

い
て
も
１１
月
１８
日
に
衆
議
院
、

１１
月
２６
日
に
は
参
議
院
で
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
、
国
家
公
務

員
の
給
与
改
正
法
案
は
成
立
し

た
。
勧
告
制
度
を
無
視
し
た
「
深

堀
り
」
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、

人
件
費
を
削
減
す
る
た
め
の
措

置
の
検
討
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

今
期
通
常
国
会
で
そ
の
た
め
の

法
案
が
審
議
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
る
。
自
律
的
労
使
関
係
制
度

の
法
的
措
置
の
実
現
と
あ
わ
せ

て
、
新
し
い
公
務
労
使
関
係
制

度
の
開
始
を
見
据
え
、
春
闘
を

中
心
と
し
た
総
合
的
な
生
活
改

善
の
取
組
み
を
連
動
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

国
の
動
き
に
も
顕
著
な
よ
う

に
、
公
務
員
総
人
件
費
削
減
方

針
は
削
減
そ
の
も
の
が
目
的
化

し
た
主
張
が
さ
れ
て
い
る
。
特

別
区
に
お
い
て
も
、
各
区
の
新

年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
財
源

不
足
の
顕
在
化
を
受
け
、
国
に

追
随
し
た
人
件
費
削
減
攻
撃
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
攻
撃

は
公
務
労
働
者
の
あ
り
方
に
対

す
る
攻
撃
で
あ
り
、
区
民
生
活

に
密
着
し
た
清
掃
事
業
の
区
政

に
お
け
る
評
価
に
係
る
課
題
で

も
あ
る
。

区
移
管
か
ら
１０
年
余
を
経

て
、
特
別
区
の
清
掃
事
業
は
年
々

多
様
化
を
遂
げ
、
困
難
度
や
複

雑
性
も
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方

を
対
象
と
し
た
訪
問
収
集
、
各

戸
収
集
や
時
間
帯
収
集
、
公
権

力
を
伴
う
要
改
善
集
積
所
の
調

査
や
不
適
正
排
出
者
へ
の
指

導
、
啓
発
活
動
を
中
心
と
し
た

環
境
学
習
等
、
区
民
の
期
待
に

応
え
よ
う
と
現
場
で
奮
闘
す
る

組
合
員
の
努
力
は
特
筆
に
値
す

る
。
そ
の
一
方
で
毎
年
続
く
賃

金
引
下
げ
や
人
事
制
度
の
改
悪

で
、
職
場
は
疲
弊
感
や
無
力
感

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
昇
任
選
考

へ
の
応
募
を
躊
躇
す
る
組
合
員

も
多
く
、
技
能
長
等
が
欠
員
状

態
の
区
も
増
え
る
ば
か
り
で
あ

る
。現

業
職
場
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
「
特
別
昇
格
制

度
」
も
２
０
１
１
年
度
（
平
成
２３

年
度
）
を
も
っ
て
廃
止
が
決
定

し
て
い
る
。
わ
が
組
合
は
、
職

務
・
職
責
の
有
無
に
係
ら
ず
区

民
と
の
直
接
の
ふ
れ
あ
い
で
区

政
に
貢
献
し
、
職
場
を
ま
と
め

て
い
る
組
合
員
の
努
力
を
正
当

に
評
価
し
、
そ
れ
ら
の
努
力
が

報
わ
れ
る
よ
う
「
特
別
昇
格
制

度
」
に
代
わ
る
人
事
制
度
の
抜

本
的
な
改
善
を
求
め
て
き
た
。

今
期
賃
金
確
定
闘
争
は
、
区

政
に
お
け
る
清
掃
事
業
の
職
務

内
容
を
正
当
に
評
価
し
、
職
員

の
努
力
が
報
わ
れ
る
給
与
・
人

事
制
度
の
確
立
を
区
長
会
に
決

断
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
争
点

と
な
っ
た
。

主
な
取
組
み
の
経
過

特
別
区
人
事
委
員
会
が
１０
月

１２
日
に
示
し
た
「
職
員
の
給
与

に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告
」
の

主
な
内
容
は
、

①

公

民

較

差
（
△
１
、

２
５
９
円
、
△
０
・
３０
％
）
を

解
消
す
る
た
め
給
料
表
の
引
き

下
げ
改
定
、
②

期
末
・
勤
勉

手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
引
き
下

げ
（
△
０
・
２
月
分

現
行
４

・
１５
月
分
↓
３
・
９５
月
分
）
③

地
域
手
当
の
支
給
割
合
の
見

直
し
と
し
て
、
現
行
１７
％
か
ら

１８
％
に
引
き
上
げ
、
引
き
上
げ

分
と
同
率
程
度
、
給
料
月
額
を

引
き
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
月
例

給
・
一
時
金
と
も
に
引
下
げ
る

と
い
う
も
の
で
、
勧
告
が
実
施

さ
れ
れ
ば
職
員
の
年
間
平
均
給

与
は
、
約
１０
万
８
千
円
（
△
１

・
６
％
）
の
減
額
と
い
う
厳
し

い
内
容
で
あ
っ
た
。

１０
月
１２
日
の
勧
告
後
の
区
長

会
に
対
す
る
要
請
、
団
体
交
渉
、

専
門
委
員
会
な
ど
で
勧
告
の
問

題
点
や
不
当
性
に
つ
い
て
指
摘

し
、
勧
告
の
扱
い
に
つ
い
て
は

誠
意
あ
る
労
使
協
議
で
対
応
す

る
よ
う
求
め
続
け
た
が
、
区
長

会
は
「
依
然
と
し
て
厳
し
い
民

間
給
与
の
状
況
が
、
職
員
給
与

に
反
映
さ
れ
た
結
果
と
し
て
重

く
受
け
止
め
て
お
り
、
勧
告
の

内
容
を
実
施
す
る
方
向
で
検
討

を
行
っ
て
い
る
」
と
し
、
業
務

職
給
料
表
に
つ
い
て
も
「
勧
告

給
料
表
の
改
定
内
容
に
準
じ
た

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
」
と

い
う
回
答
を
繰
り
返
す
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

０９
年
賃
金
確
定
闘
争
に
お
い

て
、
保
障
額
表
か
ら
業
務
職
給

料
表
へ
の
切
替
え
を
最
終
局
面

で
区
長
会
に
決
断
さ
せ
た
。
昇

給
・
昇
格
の
効
果
を
給
与
処
遇

に
直
接
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
６
割
程
度
が
昇
給

出
来
る
構
造
と
な
っ
た
一
方

で
、
依
然
と
し
て
昇
給
調
整
が

続
き
昇
給
が
始
ま
ら
な
い
組
合

員
や
、
最
高
号
給
を
超
え
た
組

合
員
は
引
き
続
き
保
障
額
水
準

（
現
給
保
障
）
に
止
ま
っ
て
い

る
。０９

年
賃
金
確
定
交
渉
時
に
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
の
一

括
解
決
を
求
め
た
が
、
業
務
職

給
料
表
へ
の
切
替
え
を
最
大
限

追
及
し
た
と
い
う
経
過
の
下
で

「
昇
給
調
整
は
、
定
年
延
長
が

予
定
さ
れ
る
２
０
１
３
年
度
以

降
の
取
扱
い
に
つ
い
て
見
直
し

を
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ

ま
で
の
間
実
施
す
る
」
こ
と
を

窓
口
で
確
認
す
る
に
止
ま
っ
て

い
た
。
今
期
確
定
闘
争
で
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
の
「
今

後
の
協
議
」
を
正
式
に
区
長
会

に
明
言
さ
せ
る
こ
と
を
追
求
し

た
。そ

の
他
の
重
要
課
題
と
し

て
、
現
業
系
人
事
・
給
与
制
度

の
改
善
要
求
が
あ
る
。
２
０
１
１

年
度
（
平
成
２３
年
度
）
で
廃
止

が
確
認
さ
れ
て
い
る
「
特
別
昇

格
制
度
」
が
現
業
職
場
に
果
た

２２
００
１１
００
賃賃
金金
確確
定定
闘闘
争争

総総
括括

２
０
１
１
年
１
月
２８
日

東
京
清
掃
労
働
組
合

第
３
回
中
央
委
員
会

昨年１１月１７日 江戸川区で行なわれた 第三波決起集会
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し
て
き
た
役
割
を
鑑
み
、「
特

別
昇
格
制
度
」
に
代
わ
る
新
制

度
の
確
立
を
求
め
て
き
た
。
ま

た
、
多
く
の
区
で
技
能
長
等
に

欠
員
が
生
じ
て
い
る
実
態
の
解

消
を
求
め
る
な
ど
、
現
業
系
人

事
・
給
与
制
度
の
抜
本
的
な
改

善
要
求
は
、
移
管
以
降
、
多
種

・
多
様
化
を
続
け
る
清
掃
事
業

の
実
態
と
、
人
事
制
度
の
果
た

す
役
割
が
大
き
く
乖
離
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
訴
え
た
も
の
で
あ

る
。１０

月
２０
日
の
団
体
交
渉
で
区

長
会
に
対
し
「
要
求
書
」
を
提

出
、
翌
２１
日
に
は
、
東
京
仕
事

セ
ン
タ
ー
で
第
一
波
総
決
起
集

会
を
開
催
、
多
く
の
組
合
員
の

結
集
で
開
催
さ
れ
た
第
一
波
総

決
起
集
会
は
、
本
格
的
な
論
戦

が
開
始
さ
れ
る
前
の
闘
争
開
始

宣
言
の
集
会
と
位
置
付
け
ら
れ

た
。第

二
波
総
決
起
集
会
に
あ
た

る
地
連
別
の
決
起
集
会
は
、
１１

月
９
日
の
第
三
地
連
を
皮
切
り

に
、
１１
月
１１
日
に
第
五
地
連
、

１１
月
１２
日
に
第
二
地
連
、
第
四

地
連
、
１１
月
１５
日
に
は
第
一
地

連
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

決
起
集
会
と
同
時
に
実
施
し
た

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
区
長
へ
の

要
請
行
動
は
、
拡
大
闘
争
委
員

会
で
意
思
統
一
し
た
重
点
課
題

に
つ
い
て
、
職
場
か
ら
の
切
実

な
声
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
役

員
区
長
の
尽
力
を
訴
え
た
も
の

で
あ
る
。

１１
月
１６
日
の
区
政
会
館
に
お

け
る
区
長
会
総
会
で
の
要
請
と

座
り
込
み
行
動
、
１１
月
１７
日
に

は
区
長
会
会
長
へ
の
要
請
行
動

を
行
い
、
各
地
連
代
表
者
か
ら

職
場
の
実
態
を
含
め
た
訴
え
を

行
い
、
我
わ
れ
の
要
求
に
対
す

る
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
求
め

た
。
同
日
、
江
戸
川
区
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
第
三
波
総
決
起

集
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
組
織

の
総
力
を
挙
げ
て
精
力
的
な
取

り
組
み
を
進
め
た
。
職
場
で
は
、

全
組
合
員
及
び
家
族
に
よ
る
署

名
や
ス
テ
ッ
カ
ー
闘
争
、
適
時

の
職
場
報
告
集
会
等
が
取
り
組

ま
れ
た
。
各
（
総
）
支
部
に
よ

る
各
区
長
へ
の
要
請
行
動
は
、

地
連
毎
の
ブ
ロ
ッ
ク
区
長
へ
の

要
請
と
同
じ
課
題
に
つ
い
て
取

り
組
み
を
展
開
し
た
。

昨
年
の
業
務
職
給
料
表
へ
の

切
替
え
を
区
長
会
に
決
断
さ
せ

た
の
は
、
本
部
交
渉
と
各
地
連

・
（
総
）
支
部
に
よ
る
各
区
長

へ
の
要
請
行
動
が
軌
を
一
に
し

た
取
組
み
と
し
て
、
大
き
な
成

果
と
し
て
結
実
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
昨
年
の
取
組
み
の
成
果

を
教
訓
と
し
て
、
１０
月
２８
日
の

第
１
回
拡
大
闘
争
委
員
会
で
重

点
要
求
項
目
を
確
認
し
、
各
地

連
・
各
区
長
へ
の
要
請
項
目
と

し
た
。
確
認
し
た
重
点
要
請
項

目
は
、

①

区
政
の
第
一
線
で
奮
闘

す
る
職
員
の
希
望
に
応
え
る
給

与
改
定
を
行
う
こ
と

②

２
０
０
８
年
給
与
改
定
時
に
確

認
さ
れ
た
技
能
長
等
の
設
置
基

準
「
職
務
内
容
に
応
じ
て
任
命

権
者
が
認
め
る
場
合
に
設
置
す

る
」
の
運
用
の
充
実
を
図
る
こ

と

③

定
年
延
長
を
含
む
高

齢
期
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て

は
、
特
別
区
に
お
け
る
現
行
制

度
の
活
用
状
況
や
清
掃
職
場
の

実
態
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

こ
と
、
の
三
点
の
要
請
を
全
区

・
全
地
連
で
展
開
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

併
せ
て
、
本
部
交
渉
で
は

①

業
務
職
給
料
表
へ
の
切
替

え
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
、
正

式
な
交
渉
の
場
で
今
後
の
協
議

を
担
保
さ
せ
る
。
②

特
別
昇

格
制
度
の
廃
止
に
代
わ
る
制
度

の
確
立
を
含
め
た
人
事
・
給
与

制
度
の
改
善
を
求
め
る
。
具
体

的
な
要
求
と
し
て
、
�
）
技
能

長
補
佐
職
の
新
設
、
�
）
特
別

昇
格
資
格
基
準
の
緩
和
、
�
）

全
級
に
お
け
る
昇
格
率
の
改

善
、
�
）
０８
年
妥
結
（
設
置
基

準
の
改
善
）
の
再
確
認
、
な
ど

を
重
点
課
題
と
し
て
追
求
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

区
長
会
は
、
勧
告
で
示
さ
れ

た
一
時
金
の
勤
勉
手
当
か
ら
の

削
減
に
つ
い
て
、「
１２
月
支
給

分
の
引
下
げ
で
対
応
す
べ
き
」

と
し
、
１１
月
２
日
の
第
３
回
団

体
交
渉
で
は
、
各
特
別
区
の
条

例
改
正
の
日
程
を
理
由
に
一
方

的
に
交
渉
期
限
を
示
唆
す
る
発

言
が
さ
れ
た
。
わ
が
組
合
か
ら

は
、「
交
渉
期
限
あ
り
き
の
協

議
に
応
じ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
仮
に
交
渉
期
限
を
想

定
す
る
な
ら
ば
、
私
ど
も
の
切

実
な
要
求
に
誠
意
を
も
っ
て
応

え
る
以
外
に
解
決
の
道
は
無
い

こ
と
を
認
識
す
べ
き
」
こ
と
を

通
告
し
、
区
長
会
側
に
踏
み
込

ん
だ
対
応
を
決
断
す
る
よ
う
強

く
求
め
た
。

区
長
会
側
が
交
渉
期
限
を
１１

月
１８
日
と
し
た
こ
と
を
受
け
、

わ
が
組
合
は
１１
月
１９
日
の
始
業

時
か
ら
１
時
間
の
実
力
行
使
を

配
置
し
、
実
力
行
使
も
背
景
と

し
な
が
ら
区
長
会
側
に
解
決
に

向
け
た
具
体
的
な
方
策
を
示
す

よ
う
、
専
門
委
員
会
等
で
迫
っ

た
。
し
か
し
、
区
長
会
側
が
交

渉
期
限
と
し
た
１１
月
１８
日
の
専

門
委
員
会
、
そ
の
後
の
小
委
員

会
交
渉
で
も
具
体
的
な
解
決
策

が
示
さ
れ
ず
、「
こ
の
よ
う
な

内
容
で
は
団
体
交
渉
を
開
催
し

て
も
、
妥
結
な
ど
で
き
な
い
」

こ
と
を
通
告
し
、
踏
み
込
ん
だ

判
断
を
求
め
た
。

妥
結
内
容
と

そ
の
判
断
に
つ
い
て

１８
日
深
夜
に
持
た
れ
た
第
４

回
団
体
交
渉
で
区
長
会
は
最
終

提
案
を
行
っ
た
。
そ
の
後
の
中

央
委
員
会
で
、
い
く
つ
か
の
重

要
課
題
つ
い
て
今
後
の
協
議
を

担
保
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
評
価

し
て
妥
結
の
判
断
を
い
た
だ
い

た
。給

料
表
改
定
に
つ
い
て
は
勧

告
ど
お
り
の
取
扱
い
と
な
り
、

業
務
職
給
料
表
に
つ
い
て
も
勧

告
給
料
表
に
準
じ
た
改
定
と
な

っ
た
。
不
満
な
も
の
で
は
あ
る

が
、
国
に
お
い
て
勧
告
以
上
の

引
き
下
げ
（
深
掘
り
）
が
議
論

さ
れ
、
公
務
員
を
取
り
巻
く
現

下
の
情
勢
を
踏
ま
え
れ
ば
、
勧

告
尊
重
の
立
場
で
や
む
を
得
な

い
も
の
と
判
断
し
た
。

各
区
・
地
連
の
要
請
で
求
め

た
「
技
能
長
等
の
設
置
基
準
の

運
用
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、

０８
年
の
改
正
内
容
の
「
職
務
内

容
に
応
じ
て
任
命
権
者
が
必
要

と
認
め
る
場
合
に
設
置
す
る
」

と
い
う
確
認
に
つ
い
て
、
最
終

局
面
の
団
体
交
渉
で
「
こ
れ
は

従
前
の
設
置
基
準
に
こ
だ
わ
る

こ
と
な
く
、
各
区
の
任
命
権
者

の
判
断
に
よ
り
、
職
務
内
容
に

応
じ
て
技
能
長
を
設
置
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
も
の
と
理
解

す
る
が
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
か
」

と
確
認
を
求
め
た
こ
と
に
対

し
、
区
長
会
か
ら
「
そ
う
い
う

ご
理
解
で
結
構
で
す
」
と
い
う

回
答
を
改
め
て
引
き
出
し
、
設

置
基
準
の
運
用
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
各
区
の
判
断
が
尊
重
さ

れ
る
こ
と
の
再
確
認
を
し
た
。

今
後
、
組
織
内
で
の
更
な
る
議

論
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
前
提
と

な
る
が
、
特
別
昇
格
制
度
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
技

能
主
任
や
技
能
長
等
の
定
数
拡

大
に
向
け
て
、
本
部
と
支
部
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
業
務
職
給
料
表
へ
の

切
替
え
に
係
わ
る
課
題
に
つ
い

て
は
、
１１
月
２
日
の
第
３
回
団

体
交
渉
で
「
定
年
延
長
も
踏
ま

え
、
今
後
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
、

今
後
の
協
議
を
担
保
さ
せ
た
。

特
別
昇
格
制
度
の
廃
止
、
経

過
措
置
期
間
の
終
了
を
踏
ま

え
、
資
格
基
準
の
緩
和
や
昇
格

率
の
改
善
を
求
め
た
こ
と
に
対

し
て
は
、
最
終
段
階
で
「
昇
格

率
」
の
改
善
を
区
長
会
に
決
断

さ
せ
た
。

今
期
確
定
闘
争
の
要
求
の
中

心
と
し
た
現
業
系
人
事
・
給
与

制
度
の
改
善
に
つ
い
て
、
１８
日

午
後
の
小
委
員
会
交
渉
で
も
「
技

能
系
・
業
務
系
人
事
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
職
の
設
置
基
準

の
改
正
な
ど
所
要
の
見
直
し
は

図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
」
と
い
う
頑
な
な

姿
勢
か
ら
、
最
終
局
面
の
団
体

交
渉
で
は
「
各
特
別
区
に
お
け

る
運
用
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要

に
応
じ
て
適
切
な
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
」
と
し
、
ぎ
り

ぎ
り
の
段
階
で
今
後
の
踏
み
込

ん
だ
対
応
を
約
束
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
妥
結
内
容

に
つ
い
て
は
組
合
要
求
に
応
え

な
い
多
く
の
項
目
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
極
め
て
不
満
な
も
の
で

は
あ
る
が
、
わ
が
組
合
に
と
っ

て
最
大
の
課
題
で
あ
る
現
業
系

給
与
・
人
事
制
度
や
、
業
務
職

給
料
表
切
替
え
に
係
る
課
題
に

つ
い
て
、
今
後
の
協
議
を
約
束

さ
せ
た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進

で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
現
段
階

で
は
今
後
の
協
議
を
約
束
し
た

も
の
で
、
具
体
的
な
内
容
は
今

後
の
課
題
と
な
る
。
し
か
し
、

わ
が
組
合
か
ら
の
主
張
に
対

し
、
区
長
会
か
ら
踏
み
込
ん
だ

対
応
（
検
討
）
を
約
束
さ
せ
た

こ
と
は
、
評
価
で
き
る
も
の
と

言
え
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

つ
い
て
は
、
今
期
通
常
国
会
に

自
律
的
労
使
関
係
制
度
を
措
置

す
る
た
め
の
法
案
（
国
家
公
務

員
法
改
正
案
）
が
提
出
さ
れ
、

交
渉
を
通
じ
た
給
与
改
定
の
実

現
が
図
ら
れ
る
見
通
し
で
あ

る
。
し
か
し
、
政
府
の
有
識
者

懇
談
会
は
、
自
律
的
労
使
関
係

を
構
築
す
る
上
で
の
争
議
権
の

意
義
に
つ
い
て
、
昨
年
１２
月
１７

日
の
報
告
書
で
「
（
争
議
権
付

与
の
是
非
に
は
）
難
し
い
課
題

が
多
く
、
国
民
の
意
見
を
適
切

に
踏
ま
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
し
、
最
終
的
な
判
断
を

政
府
に
委
ね
た
。

本
年
１
月
１１
日
に
は
総
務
相

が
「
国
民
的
合
意
を
得
る
必
要

が
あ
る
」「
一
足
飛
び
に
争
議

権
ま
で
い
く
よ
り
、
団
結
権
と

団
体
交
渉
権
ま
で
実
践
し
て
み

る
の
も
段
階
的
と
い
う
意
味
で

現
実
的
で
は
な
い
か
」
と
先
送

り
を
示
唆
す
る
発
言
が
さ
れ

た
。
１
月
１８
日
に
は
自
律
的
労

使
関
係
制
度
に
つ
い
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
が
発

表
さ
れ
た
が
、
８４
・
４
％
が
争

議
権
付
与
に
反
対
と
い
う
意
見

を
踏
ま
え
、
公
務
員
制
度
改
革

担
当
相
は
「
意
見
を
慎
重
に
精

査
し
、
検
討
の
貴
重
な
資
料
に

し
た
い
」
と
述
べ
、「
（
法
案
作

成
を
）
急
が
な
い
と
い
け
な
い

わ
け
で
は
な
い
」
と
慎
重
な
姿

勢
を
示
す
な
ど
、
公
務
員
制
度

改
革
に
つ
い
て
は
今
後
の
推
移

に
つ
い
て
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
る
。

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

特
別
区
に
与
え
る
影
響
等
を
勘

案
し
た
準
備
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

今
期
確
定
闘
争
で
現
業
系
人

事
・
給
与
制
度
や
、
業
務
職
給

料
表
切
替
え
に
係
る
課
題
に
つ

い
て
、
今
後
の
協
議
を
約
束
さ

せ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
で
き

る
が
、
あ
く
ま
で
も
今
後
の
協

議
を
約
束
さ
せ
た
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
は
今
後
の
課
題
と

な
る
。
組
織
内
で
の
十
分
な
議

論
を
尽
く
し
、
今
後
の
協
議
に

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
別
昇
格
制
度
が
廃
止
さ
れ

る
中
で
、
昇
格
は
「
任
用
」
に

よ
る
も
の
と
な
る
。
清
掃
事
業

の
困
難
度
や
複
雑
性
が
増
し
て

い
る
実
態
を
反
映
す
る
よ
う
、

新
た
な
職
の
設
置
を
求
め
て
き

た
が
、
区
長
会
は
「
現
時
点
で

そ
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い

し
、
各
区
か
ら
も
そ
う
い
う
要

望
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
態
度
を
変
え
て
い
な
い
。

技
能
長
等
の
設
置
基
準
に
つ
い

て
は
、
各
区
の
判
断
が
尊
重
さ

れ
る
こ
と
の
再
確
認
を
し
た
。

新
た
な
職
の
設
置
や
設
置
基
準

の
運
用
に
よ
る
定
数
増
は
、
清

掃
事
業
の
あ
り
方
に
も
関
わ
る

課
題
で
あ
る
。
組
織
全
体
で
の

十
分
な
議
論
が
必
要
と
な
る
。

公
務
員
制
度
改
革
や
定
年
延

長
の
議
論
の
方
向
性
も
考
え
る

と
、
給
与
・
人
事
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
と
な
り
、
交
渉
の

あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
現
業
職
員
の

賃
金
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
根
拠

の
一
つ
と
し
て
、
公
務
員
法
第

５７
条
で
「
単
純
労
務
」
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
現
業
職
員
の

法
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
も

見
直
し
の
議
論
が
さ
れ
て
い

る
。公

務
員
、
と
り
わ
け
現
業
系

職
員
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
が
、
ど
こ
の
区

で
も
区
民
に
よ
る
行
政
評
価
で

は
、
清
掃
事
業
は
大
き
く
評
価

を
さ
れ
て
い
る
。
区
政
の
第
一

線
で
働
く
清
掃
労
働
者
と
し

て
、
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

守
る
気
概
で
労
働
条
件
の
改
善

や
職
場
闘
争
の
前
進
に
向
け

て
、
全
組
合
員
が
東
京
清
掃
労

働
組
合
に
結
集
を
図
り
、
力
強

く
こ
れ
か
ら
の
闘
い
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
の
自
治
、

区
民
と
の
共
同
に
よ
る
清
掃
事

業
の
た
め
に
奮
闘
す
る
清
掃
労

働
者
の
努
力
が
報
わ
れ
る
給
与

・
人
事
制
度
の
確
立
に
向
け
た

闘
い
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。各

地
連
ご
と
の
役
員
区
長
へ

の
要
請
や
各
区
長
へ
の
要
請
、

総
決
起
集
会
へ
の
多
く
の
組
合

員
の
結
集
、
署
名
行
動
や
ス
テ

ッ
カ
ー
闘
争
な
ど
、
職
場
か
ら

の
闘
い
を
積
み
上
げ
た
全
組
合

員
に
対
し
、
中
央
執
行
委
員
会

と
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
る
。

闘
い
は
継
続
す
る
。
中
央
執

行
委
員
会
と
し
て
も
今
後
の
闘

い
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
宣

言
し
、
２
０
１
０
賃
金
確
定
闘

争
の
総
括
と
す
る
。

◇

◇

◇
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